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会員皆様のご参加をお待ちしています 

第 64 回日本社会医学会総会 

 大会長 扇原 淳 

（早稲田大学人間科学学術院 教授） 

日本社会医学会会員の皆様，第 64 回日本

社会医学会総会の開催が迫ってまいりました．

今大会は，「次世代のための社会医学」をテ

ーマに早稲田大学国際会議場（東京都新宿

区）を会場として開催いたします．大会事務一

同，会員皆様のお越しをお待ちしております． 

さて，現代社会は，多くの課題を抱えていま

す．少子高齢化，貧困・格差，孤立・孤独，気

候変動などの多くの要因が人々の健康に大き

な影響を与えています．より健康でより豊かな

社会を次世代につなぐために，我々社会医学

会として，研究，教育，実践の観点から，これ

らの課題に取り組む必要があることは言うま

でもありません． 

第 64 回大会では，次世代の社会医学を推

進するための最新の知見や実践の共有を目

指します．森岡正博氏による基調講演「生ま

れてこないほうが良かった」という思想に惹か

れる若者たち，をはじめとして，教育講演，市

民公開講座，ワークショップなどを企画してい

ます．また，若手研究者や実践家の活躍の場，

交流の場として，従来の研究発表に加えて，

高校生・大学生ポスターセッション，次世代委

員会主催によるラウンドテーブルディスカッシ

ョンなど，これまでにない新しい試みも予定し

ています．さらに，編集委員会企画「査読者の

側からみた研究デザインや統計のポイント」

（中村好一氏）など，社会医学の未来を担う若

手研究者の成長を支援する企画も準備してい

ます．  

当然ですが，社会医学の発展には，学際的

な連携や国際的な交流も不可欠です．今大会

では，Fabien Parise氏による教育講演や日韓

国際共同シンポジウム「我が国より韓国へ伝

承された送気式潜水漁の社会学的・医学的

問題点」も企画しています．

辻内琢也氏による教育講演「戦後最大の日

本における国内避難民（IDPs）の現状と課題- 

PTSD調査と国内強制移動に関する指導原則」

や市民公開シンポジウム「マイノリティ化され

る現代の若者達との対話から学ぶー共生社

会医学の提案」，市民公開ワークショップ「社

会医学とコミュニティデザイン一ステイホーム

ダイアリーによる社会的処方の実践」，市民

公開ワークショップ「障害を持つ人たちと共生

するために今できていること」など，大会を通

じて，社会的な公平性，持続可能性，包摂性

を追求する社会の実現に向けた議論の場を

用意し，次世代の社会を見据えた新たな展望

やアクションの共有によって，健康で包摂的な

社会の構築につながることを願っています． 

最後になりますが，今大会が次世代の新た

な視点や希望を醸成し，社会医学の進歩と次

世代への豊かな社会の構築・継承に繋がるこ

とを期待しながら，会員皆様の積極的なご参

加をお待ちしております. 

学会へのお問い合わせは上記運営事務局までお願いします。 

日本社会医学会

学会事務局 久留米大学医学部 環境医学講座内

 〒830-0011 福岡県久留米市旭町 67 
 学会ホームページ：http://jssm.umin.jp/ 

運営事務局 合同会社ソーテーリア（藤本容子）

 〒260-8677 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 
 TEXL & FAX：043-226-2979 
E-mail: jssm@soteria.cc
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市⺠公開講座
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